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～ 庄原市役所駐車場、土砂回収中継基地風景 ～ 

 4 月 役員会報告      （4 月 27 日）協議事項等は次の通りです。 

下記、新自治会長が就任されました。 よろしくお願い致します。                      新自治会長紹介 

（敬称略） 

(1) 令和 3 年度(第 17 回)通常総会について(書面決議に変更) 

 ・日時･場所・・・・・・R3 年 5 月 18 日(火) 新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大により書面決議に変更 

 ・総会案内・資料送付(代議員)・・・・・・5 月 11 日(火) 発送済(自治会長経由代議員渡し) 

 ・書面決議書提出期限・・・・・・・5 月 21 日(金)、自治会長経由、庄原自治振興区に提出 

(2) 第 14 回区民グラウンド・ゴルフ大会について 

 ・大会中止決定・・・・・・・・・・・・・5 月 11 日(火)、合同理事会にて“中止”を決定 

 ・今後の予定について・・・・・会場確保の見通しが立たないため“延期せず中止”とする 

(3) 自治会活動報告・・・・・・・・・・・・5 月役員会中止に伴い、次回は 6 月 永末自治会 

～ 本町公衆衛生推進会 ～ 

令和 3 年度の土砂回収は、4 月 25日(日)が投票日になったため、土砂回収は 4 月 29 日(木･祝)に変

更となりました。当日は雨天のため一斉回収が出来ませんでしたが、前日までに回収したり、当日に合

羽を着て作業された方もおられました。雨の中本当にご苦労様でした。 

回収された量は、4/30 日現在 12 ﾄﾝですが、土砂以外に回収対象外の割れた瓦やコンクリート片な

どのガレキが混入していたそうです。家庭ゴミなどを混入させないよう、お願いします。 

 

 



  

      

 

大久保東地区 

西上地区 

本通り地区 

 

・会員数（戸数）   27戸 

② 

裁判所前 

大久保西自治会は、27世帯の小さな自治会で高齢化が進み、小学生のいる 

世帯は 2世帯で児童は 3名しかいません。自治会での年間行事は、「とんど祭 

り」「夏祭り」「環境整備作業」「クリーンキャンペーン」を行い、サロン活動 

も 2か月に 1回取り組んでいます。それに加え、初盆を迎えられたお家に出 

向き「盆踊り」を行う地域の伝統行事を継承しています。昨年からの新型コ 

ロナで計画がなかなか進みませんが、これらを通じて、コミュニティを大切にすることを心がけて
います。また、自治会だより「おおくぼ」を発行、この自治会だよりでは、自分たちの地域のこと

や、振興区の行事などを記事にしています。この回覧文書の配布方法は、4 コースに分け、自治会
員自身が隣の家に届けること「安否確認」にもつながってい 

ます。小さな自治会だけに、自治会役員をはじめ各種役員や 

当番が常に回ってきますが、コミュニティを深め支え合う地 

域づくりを目指し、気張ることなく自治会活動を進めていき 

たいとの思いで活動しています。    
2019年夏祭り「ハンドベル演奏」 

宮の下地区 下本町地区 

大黒東地区 大黒上地区 石丸地区 2班 

大歳上地区 大歳下地区 

中央通り 

水路堆積土砂取り除き及び清掃活動 
― 本町公衆衛生推進会 ― 



 

 
 
 
《 時代劇を 10 倍楽しくする豆知識：検地・年貢の仕組み 》 
農民に対し、領主は年貢を確保するため田畑の実測検地をおこないます。そして農民は検地帳に

記載された土地を耕す義務を負い、その土地に縛られることになります。 
まず「検地」ですが、計測基準を６尺寸＝1 間、１間四方を１歩(坪)、300 歩＝1 反、10 反＝

1 町として、間竿(けんさお)と縄による三角測法で面積(田畝でんぽ）を出して、評価判定し田畑等級(上・

中･下･下下)を決めます。次に藩で決めた等級別標準収穫高に照らし、田畑の「石高」(石盛)を決めて、
田畑・家屋を一筆ごとに所有者と共に「名寄帳(なよせちょう)＝地詰帳」に記入します。 
これに載った者が本百姓となり、記帳された本百姓の石高を「持高」といいます 

 
 

 

 

年貢の上納は村請制で、本百姓を中心に村全体で納める仕組みです。また、村高は藩財政の基礎
単位になりますので、「村高不易」の原則がとられ、滅多なことでは変更(減額)されませんでした。 
★「免」(課税率)は、石高１石に対する年貢米１斗を「免一つ(1 割)」と言い免二つは二割です。 
・定免(じょうめん)：年貢量を一定(平均値)にして、豊凶にかかわらず年貢を納めさせる方法。 

・検見(けみ)：その年の作柄に応じて役人が検査をし、年貢量を決める方法です。 
・土免(どめん)：前年の作柄を基準に、免(率)を決めるやり方で、定免より実情に即している。 

免(課税率)は、その年の収穫量に対してではなく、検地によって決められた「石高」に対するもの

なので、村によりまたその年により異なります。農民にとってその年が豊作か不作かは、免が決め
るとも言えます。年貢米(上納米)のことを「物成(ものなり)」といい、納税は村単位なので、未納は村
の責任となり、未納分は５人組(村の中最小単位)の他の者が連帯して負担することになります。 
文久３(1863)年の、庄原村年貢割付状「庄原市史(近世文書、天野屋伊藤家)」で、三上郡明知方庄原

村の年貢米を眺めてみると、当時の庄原村は、町方(市街地域)と郷方(農村地域)に分かれていて、町分
「石高 244 石１斗７升、物成 151 石６斗３升(税率 62.1％)」と、郷分「石高 762 石 8 斗５升 4
合、物成 418 石８斗８合(税率 54.9％)、口米(予備米)11 石４斗９合(１石×２％)」を割り付けられてい

ますので、合計、581 石８斗４升９合が納める年貢となります。 
郷土史家増原卓三氏によると『年々出来米覚』(田原村庄屋岩竹良助記録)に、元治元(1864)年田原村

(現田原)の反(10a)当り平均収穫高は、２石３斗４升９合と記録されおり、これを手掛かりに庄原村の

水田面積 82 町４反を計算、この年の庄原村収穫高は 1935 石５斗７升６合と推定できます。 
これから物成(年貢米)を引くと、残る収穫高は 1353 石７斗２升７合となります。この他年貢と

一緒に納める付加税「詰米・寸志米・厘米」などや、地方税的な「村入用」米があります。 
以上のことから人口を推定すると、庄原村の実収入を 1,300 石、１人１日の生活費を５合(1 合

＝180ｇ)として１年約２石の米が必要となるので、当時の庄原村の住民は 650 人位ではなかった
かと思われます。 (説明内容が複雑ですが、ゆっくり読み返してお楽しみください) 

 
 

 

 

 

 

シリーズふるさと歴史文化散策 近世２ 

次回は、「江戸、庄原商人と俳句人」について紹介します。江戸時代の郷土をお楽しみに…。 
《 文・構成 庄原自治振興区 歴史文化継承委員会 》 

※検地帳の記載例 
道の上    上下    田    一反十歩   高一石五斗五合   甲右衛門 

所有者の小字 品等 面積 収穫見込高(石高) 所有者 田畑の区別 

文久三年庄原村年貢割付状(庄原市史より) 年貢収納帳(長岡京市史より) 
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8 日(火) 

15 日(火) 

 

22 日(火) 

理事・総務企画室合同会議 

環境美化・防犯パトロール 

 

役 員 会 

6月の振興区主催行事予定 

 
 

 
 
 
 
 

サークル名 内  容 開  催  日  時 

庄原コール・ソレイユ コーラス 毎月 2・4月曜日 13:30～15:30 

哲滄会庄原支部 吟詩 毎月 1・2・3月曜日 13:30～15:30 

深雪アートフラワー教室 布を使った造花 毎月 2・4月曜日 13:00～16:00 

さくら会 大正琴 
毎月 1・3月曜日 
毎月 2・4火曜日 

9:30～12:00 
18:00～19:30 

生け花の会 生け花 毎週火曜日 9:00～11:00 

手芸同好会 手芸 毎週火曜日  10:00～12:00 

フラワーデザイン教室 フラワーデザイン 毎月 2・4水曜日 18:00～20:00 

庄原女声ヴィオレッテ コーラス 毎週水曜日 19:30～21:00 

カメラ教室 カメラ講習 毎月 4水曜日 19:00～21:00 

表千家茶道教室 茶道 毎月 1・3木曜日 13:30～16:00 

庄原書道教室 書道 毎週 木曜日 9:30～12:00 

洋裁教室 洋裁（4教室） 毎週木・金曜日 9:00～16:30 

庄原俳句会 俳句 毎月 1金曜日 13:00～16:00 

庄原市フォ-クダンス協会  毎月 1・3金曜日 13:30～15:00 

ママさんグループ 生け花 毎週土曜日 15:00～16:00 

自然をみつめよう会 細密画・自然観察 毎月 2金曜日 10:00～12:00 

 
 

庄原市フォークダンス協会 

( 大黒東・大黒上・裁判所通・大胡の各自治会長 ) 

編 集 後 記 

～ 庄原自治振興区生涯学習部 ～ 

参加希望のお問い合わせ先 

：庄原自治振興センター 

  電話 72-3777 

庄原女声ヴィオレッテ 

・毎週 1 回 青少協防犯声掛けﾊﾟﾄﾛｰﾙ    16:30～ 

哲滄会庄原支部 

フラワーデザイン教室 

新緑の映える美しい季節となりました。しかし、感
染力の強い新たな変異型コロナウイルスが拡散して
おり、自由に行動することが出来ません。 
コロナ禍に遭って東京オリンピック・パラリンピ

ックは、無観客での開催はやむを得ないとしても、国
内の医療体制はひっ迫し、選手や国の出場辞退も懸
念される中、延期･中止を含め開催の可否が問われて
います。先ずは、現在実施されている予防ワクチン接
種の効能に期待し、早急に国産ワクチンの実用化へ
向けての開発・生産が行われ、１日も早い普通の日常
に戻ることを願います。庄原市内に於いても感染が
広まっており、現況では、残念ではあるが自治振興区
の行事等も当面、延期または中止せざるを得ないと
考えます。 Ｕ 記 

庄原コール・ソレイユ 

庄原俳句会 

手芸同好会 

レクリエーションダンス・ 

フォークダンス・民謡 等 

※写真は、令和元年度 


